









In this paper, I summarize the method of performing statistical processing using only 
the basic function of EXCEL without the VBA2 macro, add-in software, etc.  When 
educating EXCEL, if it is carried out together with statistical processing, students can 
also learn preponderantly about the function which is seldom used.  Furthermore, it is 
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表１「背筋力の度数分布表」 
階級 階級の幅 10  
以上 未満 階級値 度数 相対度数 累積度数 累積相対度数 
20 30 25 1 0.4% 1 0.4% 
30 40 35 9 3.6% 10 4.0% 
40 50 45 24 9.6% 34 13.6% 
50 60 55 35 14.0% 69 27.6% 
60 70 65 69 27.6% 138 55.2% 
70 80 75 66 26.4% 204 81.6% 
80 90 85 29 11.6% 233 93.2% 
90 100 95 11 4.4% 244 97.6% 
100 110 105 5 2.0% 249 99.6% 
110 120 115 1 0.4% 250 100.0% 
 
表２「垂直跳びの度数分布表」 
階級 階級の幅 4  
以上 未満 階級値 度数 相対度数 累積度数 累積相対度数 
20 24 22 2 0.8% 2 0.8% 
24 28 26 6 2.4% 8 3.2% 
28 32 30 24 9.6% 32 12.8% 
32 36 34 52 20.8% 84 33.6% 
36 40 38 60 24.0% 144 57.6% 
40 44 42 54 21.6% 198 79.2% 
44 48 46 32 12.8% 230 92.0% 
48 52 50 15 6.0% 245 98.0% 
52 56 54 4 1.6% 249 99.6% 










































基礎統計量 背筋力 垂直跳び 
平均値 66.48 38.46 
中央値 67.5 38 
最頻値 70 37 
最大値 114 59 
最小値 26 23 
分散 234.43 38.31 




















































































正規分布 背筋力 垂直跳び 
歪度 0.16 0.28 






















































































 A B C D  Y Z 
1   順位１ a2 ‥ an  
2 番号 順位１ 順位２ b2 ‥ bn  
3 1 a1 b1    D) 
 ： ： ：     
24 n-1 an-1 bn-1     
C) 行列内のすべての組み合わせ（(ai,bi)と(aj,bj)）に対して、判定を行
う。if関数、and関数、or関数を利用する。 
D) index 関 数 と sum 関 数 に よ り 、 各 行 の 和 を 求 め る 。
（=SUM(INDEX(D3:Y3,0,A3):Y3)） 
－201－ 
























データの個数 / 背筋力 垂直跳び    
背筋力 低（36未満） 中（44未満） 高（44以上） 総計 
弱（60未満） 37 23 9 69 
中（80未満） 39 70 26 135 
強（80以上） 8 21 17 46 














































変動 平方和 自由度 平均平方 F値 
回帰による変動 SR11 1 VR = SR
誤差による変動 SE12 n-2 VE = SEn-2 
F0 = VRVE 
D) 有意水準（α = 0.05、エクセルの表記では確率）と自由度（1,n-2 ）
から棄却値を finv関数により求める。 
－203－ 




変動 平方和 自由度 平均平方 Ｆ値 
回帰による変動 1401.50 1 1401.50 42.72 
誤差による変動 8136.52 248 32.81  
     
実測値の変動 9538.02    
棄却値 3.88    


















関数名 分類 機能 
abs 数学／三角 絶対値を求める。 
and 論理 すべての引数がＴＲＵＥのとき、ＴＲＵＥを返す。 
average 統計 平均値を求める。 
chiinv 統計 χ2分布の逆関数を求める。 
correl 統計 相関係数を求める。 
countif 統計 条件に一致する個数を求める。 
devsq 統計 偏差の平方和を求める。 
finv 統計 F分布の逆関数を求める。 
if 論理 論理式の結果に応じて、指定した値を返す。 
index 検索／行列 セル範囲のセル参照値を求める。 
－204－ 
エクセルを用いた統計処理 
intercept 統計 回帰直線の切片を求める。 
kurt 統計 尖度を求める。 
ln 数学／三角 自然対数を求める。 
max 統計 最大値を求める。 
median 統計 中央値を求める。 
min 統計 最小値を求める。 
mode 統計 最頻値を求める。 
normsinv 統計 標準正規分布の逆関数を求める。 
or 論理 引数に１つでもＴＲＵＥがあれば、ＴＲＵＥを返す。 
rank 統計 順位を求める。 
skew 統計 歪度を求める。 
slope 統計 回帰直線の傾きを求める。 
sqrt 数学／三角 平方根を求める。 
standardize 統計 標準化した値を求める。 
stdev 統計 標準偏差を求める。 
sum 数学／三角 合計を求める。 
sumxmy2 数学／三角 差の２乗和を求める。 
tinv 統計 スチューデントの t分布の逆関数を求める。 





1 マイクロソフト株式会社の製品 http://www.microsoft.com/japan/ 
2 Visual Basic for Applicationsの略。ウィンドウズ・アプリケーション用のマクロ言語。 
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11  ( ) (実測値の変動決定係数 ×=RS )
12  ( ) RE SS −= 実測値の変動
－205－ 
